
令和２年豪雨災害対策本部 岐阜県・長野県 視察報告 

 

 
概 要 

令和２年７月２０日（月）、鈴木 俊一 本部長代理を団長とする自民党調査団は、

岐阜県高山市・下呂市、長野県飯田市を訪問し、令和２年７月豪雨災害による被害

状況について、現地視察・意見交換を行った。 

 

調査団 

鈴木 俊一  総務会長・令和２年豪雨災害対策本部長代理 

佐藤 信秋  災害対策委員長代理・令和２年豪雨災害対策本部 事務局長代理 

 

(岐阜県連) 

布俣 正也  県議会議員（高山市選出） 

今井 政嘉  県議会議員（下呂市選出） 

 

(長野県連) 

 宮下 一郎  副会長・衆議院議員 

 宮島 喜文  副会長・参議院議員 

 小池  清  県議会議員（県議会議長） 

 

日 程 

８：４５ 富山空港着 
 

１０：２０ 岐阜県高山市 上宝町・長倉地内 現地視察（路側決壊現場） 

【対応者】 國島芳明 高山市長  河合孝憲 副知事  布俣正也 県議 
 

１１：１０ 岐阜県高山市 丹生川町・久手地内 現地視察（土砂流出現場） 

【対応者】 國島芳明 高山市長  河合孝憲 副知事  布俣正也 県議 
 

１３：１０ 岐阜県下呂市 小坂町・門坂地内 

現地視察（路面陥没・ＪＲ高山本線被災現場） 

【対応者】 山内 登 下呂市長  河合孝憲 副知事  今井政嘉 県議 
 

１５：４０ 長野県飯田市 消費者生活センター 被災状況説明 

【出席者】  牧野光朗 飯田市長  宮下智博 松川町長 

壬生照玄 高森町長  勝野一成 阿南町長 

熊谷秀樹 阿智村長  小池正充 平谷村長 

金田憲治 下條村長  大久保憲一 根羽村長 

清水秀樹 売木村長  長嶺誠一 天龍村長 

    横前 明 泰阜村長  市瀬直史 喬木村長 

下平喜隆 豊丘村長  柳島貞康 大鹿村長 



◆ 高山市・上宝町長倉地内 路側決壊現場 

○ 上宝町長倉地区は、６１４世帯、１３０４人が生活をする奥飛騨温泉郷の地

域。住民および奥飛騨温泉郷を訪れる観光客の大動脈である国道４７１号・

１５８号線の路側決壊により一時全面通行止めとなる（現在は片側交互通行）。 

 

○ 岐阜県より岐阜県内の被害状況について説明 

・ 九州地方における降水量と比較しても遜色のない量の豪雨が岐阜県、特に 

飛騨地方を襲った。 

・ 県内６市において平成３０年７月豪雨以来となる大雨特別警報が発表。 

・ 高山市（２か所）および下呂市（１か所）の観測所では観測史上１位となる

２４時間降水量が観測される、 

・ ＪＲ高山本線（飛騨小坂～渚間）が不通、道路は２６１箇所、河川１８６ 

箇所、砂防施設２６か所、農地１９７箇所、農業用施設１４４箇所、林道 

１８０路線が被害を受ける。 
 

   

（国道路側決壊現場）              （現地担当者からの説明） 

 

 

＜岐阜県 河合孝憲副知事より要望書を手交＞ 

① 激甚災害の早期指定 

② 地方交付税等による財政支援 

③ 公共土木施設等の早期復旧に向けた支援 

④ 観光振興への手厚い支援の実施 

⑤ 被災者を新型コロナウイルスから守る 

ための支援等国土強靭化の取組の充実 

 

 

 

 

 

 

 



◆ 高山市・丹生川町久手地区 土砂流出現場視察 

○ 丹生川町久手地区は、山の斜面崩落により国道１５８号線に土砂が流入。一

時全面通行止めとなるが、現在は片側交互通行。土砂流入現場のすぐ横には

住宅もあり、二次被害の懸念も高く早期の応急復旧が必要な状況。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

（復旧作業状況）                 

 

 

（現地住民の方より被災状況説明）              （斜面崩落現場） 

 

 

＜高山市 國島芳明市長より要望書手交＞ 

① ＪＲ高山本線の早期全面復旧の促進 

② 国道４１号の早期全般復旧の促進 

③ 道路・河川等の災害復旧事業の促進 

④ 気候変動を踏まえた災害に強い河川整備の促進 

⑤ 災害に強い道路整備とネットワーク構築の促進 

⑥ 強靭かつ持続可能な電気供給体制確立の促進 

⑦ 国土強靭化の更なる促進 

 

 

 

 

 



◆ 下呂市・小坂町門坂地区 路面陥没現場・ＪＲ高山本線被災箇所 視察 

○ 岐阜県内において最も被害が大きい地域のひとつ。路面陥没により国道４１

号線は全面通行止めの状態。 

○ 飛騨川護岸の決壊により住宅の基礎部分が侵食される等の被害。 

○ 同地区において、ＪＲ高山本線の洗堀による線路擁壁下部の露出、道床の流

出、土砂の流入により、運転見合わせの状態が続いている。ＪＲの運休によ

り高校生の通学が不可能となっていたが、代替バスが運行を開始。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

（飛騨川護岸決壊現場）            （ＪＲ高山本線 被災現場） 

 

 

＜下呂市 山内登長より要望書を手交＞ 

① 激甚災害への早期指定 

② 飛騨地域の観光・物流の基盤路線である国道４１号の早期・改良復旧 

③ ＪＲ高山本線の早期復旧 

④ 飛騨川の河川改修事業の着実な実施 

⑤ 砂防施設や治山施設の早期機能回復・新たな防災対策の推進 

⑥ 観光による商工業の本格的な回復に向けた強力な支援 

⑦ 一連の災害報道による風評被害への対応 

⑧ 特別交付税の優先的な配分への配慮、地方債の災害復旧事業の手続きの簡素

化、農地・農林漁業施設の充当率の拡充 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

                        （現地担当者からの説明） 



◆ 飯田市・長野県南信地域における被災状況に関する意見交換 

○ 長野県飯田市において、長野県および関係する南信地域の１４市町村の市町村長が 

集まり、被災状況について報告を受ける。 

 

（長野県） 

・ 天竜川の決壊により飯田盆地の広範囲が水没する被害となった

昭和３６年の梅雨前線豪雨に匹敵する災害。 

・ ５市町村で大雨特別警報が発令されるなど、これまでにない雨量

の豪雨が長野県を襲った。 

・ 未だ被害箇所の全容が判明していないが、農業・林業関係、公共

土木施設を中心に、６７３箇所、１２４億１７００万円の被害。 

（７月１７日現在） 

 

（天龍村／長嶺 誠一 村長） 

・  国道４１８号：のり面が崩落し全面通行止めに。 

・ ＪＲ飯田線の斜面の崩落により電気設備が損傷。 

・ 運転再開まで約３ヶ月を要する見込み。 

 

（喬木村／市瀬 直史 村長） 

・ 渓岸上部の山腹が崩落したことにより、県道上飯田線

に土砂が流入。通行止は解除されたが、不安定土砂が

堆積するなど非常に不安定な状況。 

  (天龍村長)    （喬木村長） 

（大鹿村／柳島 貞康 村長） 

・ リニア中央新幹線の工事区間において地滑りが発生。 

・ 村の予算規模を超える被害となっている。 

・ 国・県やＪＲ東海と協力した復旧が必要。 

 

（飯田市／牧野 光朗 市長） 

・ 渓流内の不安定土砂が豪雨による増水により国道に

流出。不安定土砂が未だに多量に堆積しているため、

二次災害の恐れがあることから、早急の対応が必要な

状況。 (大鹿村長)    （飯田市長） 

 

 


























